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1.1 潮位観測記録の考え方について 

1.1.1 潮位のばらつきに関する評価 

(1) 潮位観測記録の検討 

基準津波の策定において使用した朔望平均潮位は，（財）日本気象協会が発行した「茨

城港日立港区」の潮位表（2004 年～2009 年）に基づいている。第 1-1-1 表に基準津波

の策定で使用した朔望平均潮位を示す。 

第1-1-1表 基準津波の策定で使用した朔望平均潮位 

 基準津波の策定で使用した朔望平均潮位 

朔望平均満潮位 T.P.＋0.61m 

朔望平均干潮位 T.P.－0.81m 

 

設定した潮位のばらつき等を把握するために，基準津波の策定で使用した朔望平均潮

位のもとになっている観測地点「茨城港日立港区」の潮位観測記録（国土交通省関東地

方整備局鹿島港湾・空港整備局より受領）を用いて，評価を実施した。 

観測地点「茨城港日立港区」は，東海第二発電所から北方に約 4.5km 離れており，発

電所との間に潮位に影響を及ぼす地形，人工構造物等はなく，発電所と同様に鹿島灘に

面した海に設置されている。第 1-1-1 図に観測地点の位置を示す。 

評価の結果，潮位観測期間（2006 年 1 月～2010 年 12 月）における朔望平均潮位の標

準偏差は，満潮位において 0.14m，干潮位において 0.16m となった。第 1-1-2 図に各月

の朔望平均潮位の推移，第 1-1-2 表に潮位観測記録に基づく朔望平均潮位に関するデー

タ分析結果を示す。 
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第1-1-1図 観測地点の位置 
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第1-1-2図 各月の朔望平均潮位の推移 

 

第1-1-2表 潮位観測記録に基づく朔望平均潮位に関するデータ分析 

 満潮位※ 干潮位※ 

最大値 T.P.＋1.44m T.P.－0.39m 

平均値 T.P.＋0.65m T.P.－0.81m 

最小値 T.P.＋0.42m T.P.－1.05m 

標準偏差 0.14m 0.16m 

※ 潮位観測期間は2006年1月～2010年12月 

  

朔

望

平均値 

朔

望

平均値 

最大値 T.P.＋1.44m（台風 16 号の影響による） 

最小値 T.P.＋0.42m

最大値 T.P.－0.39m 

最小値 T.P.－1.05m 

平均値 T.P.＋0.65m 

平均値 T.P.－0.81m 
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(2) 潮位のばらつきの考慮について 

朔望平均潮位について，基準津波の策定で使用した朔望平均潮位と潮位観測記録を比

較したところ，基準津波の策定で使用した朔望平均潮位に比べ，潮位観測記録の方が満

潮位で 0.04m 高く，干潮位では差がないことが分かった。この潮位差自体は有意なもの

ではないが，保守的な設定になるよう潮位の差分を基準津波の策定で使用した朔望平均

満潮位及び朔望平均干潮位に考慮することとした。第 1-1-3 表に基準津波の策定で使用

した朔望平均潮位と潮位観測記録の朔望平均潮位の比較を示す。 

以上より，入力津波の設定に当たっては，朔望平均潮位の標準偏差及び基準津波の策

定で使用した朔望平均潮位と潮位観測記録の朔望平均潮位との差分について考慮して，

安全側に設定する。 

水位上昇側については，基準津波の策定で使用した朔望平均満潮位 T.P.＋0.61m に対

して，潮位観測記録との差分＋0.04m 及び満潮位の標準偏差 0.14m の合計である＋0.18m

を水位変動の評価における上昇側潮位のばらつきとして考慮する。 

水位下降側については，基準津波の策定で使用した朔望平均干潮位 T.P.－0.81m に対

して，観測記録との差分はないため－0.16m を水位変動の評価における下降側潮位のば

らつきとして考慮する。 

第 1-1-3 図に潮位のばらつきに対する考慮方法を示す。 
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第1-1-3表 朔望平均潮位の比較 

朔望平均潮位 

基準津波の策定で

使用した潮位 

① 

潮位観測記録 

に基づく潮位※ 

② 

差 

 

③（②－①） 

満潮位 T.P.＋0.61m T.P.＋0.65m ＋0.04m 

干潮位 T.P.－0.81m T.P.－0.81m 0.00m 

※ 潮位観測期間は2006年1月～2010年12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1-1-3図 潮位のばらつきに対する考慮方法 
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潮位観測記録 

に基づく朔望 

平均満潮位 

【＋0.65m】 

② 

基準津波の策定 

において使用した 

朔望平均満潮位 

【＋0.61m】 

③ 

潮位観測記録 

に基づく朔望 

平均干潮位 

【－0.81m】 

④ 

基準津波の策定 

において使用した 

朔望平均干潮位 

【－0.81m】 

潮位のばらつきとして，＋0.18m を考慮 

潮位のばらつきとして，－0.16m を考慮 

【＋0.79m】 

【－0.97m】 

水

位

下

降

側 

①と②の差分 

＋0.04m 

③と④の差分 

0m 

【＋0.61m】 

【－0.81m】 
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1.1.2 観測期間の妥当性の検討について 

基準津波の策定で使用した潮位は，茨城港日立港区における 2004 年～2009 年の潮位

データであるが，観測期間の妥当性を確認するため，10 ヵ年の朔望潮位データについ

て分析を行い，影響の有無を確認した。 

茨城港日立港区における 2006 年 1 月～2010 年 12 月の 5 ヵ年の朔望潮位データに対

して，2001 年 1 月～2010 年 12 月の 10 ヵ年の朔望潮位データの分析を行った。朔望潮

位に関する分析結果を第 1.1-4 表に示す。 

第 1-1-4 表から 5 ヵ年及び 10 ヵ年の朔望満潮位，朔望干潮位及びそれらの標準偏差

について，いずれも同程度であることを確認した。また，第 1-1-4 図に 10 ヵ年（2001

年 1 月～2010 年 12 月）の潮位変化を示す。 
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第 1-1-4 表 朔望潮位に関する分析結果 

 朔望満潮位（ｍ） 朔望干潮位（ｍ） 

 5 ヵ年 10 ヵ年 5 ヵ年 10 ヵ年 

平均値 T.P.＋0.65 T.P.＋0.64 T.P.－0.81 T.P.－0.80 

標準偏差 0.14 0.13 0.16 0.15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1-1-4 図 10 ヵ年（2001 年 1 月～2010 年 12 月）の潮位変化 

    （上：朔望満潮位，下：朔望干潮位） 
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1.1.3 茨城港日立港区の潮位データの扱いについて 

基準津波の策定で使用した潮位は，茨城港日立港区における 2004 年～2009 年の潮位

データである。2011 年以降の潮位データについては公表されていない。 

そのため，発電所の近接観測地点であり，観測が継続している銚子漁港と小名浜の各

地点の 2006 年 1 月～2010 年 12 月，2012 年 1 月～2016 年 12 月における朔望平均満干

潮位，年平均潮位の傾向を推定した。観測地点位置図を第 1-1-5 図に，各地点の朔望平

均満干潮位を第 1-1-5 表に，各地点の年平均潮位の推移を第 1-1-6 図に，各地点の年最

高潮位の推移を第 1-1-7 図に示す。銚子漁港と小名浜の朔望平均満干潮位について，

2006年～2010年と2012年～2016年の値を比較したところ，2006年～2010年に対し2012

年～2016 年の方が，朔望平均満干潮位の差が小さくなる傾向を示している。また，2006

年～2010 年における日立港区，銚子漁港及び小名浜の年平均潮位及び年最高潮位を比

較したところ，日立港区は銚子漁港及び小名浜と概ね同様の傾向を示している。 

したがって，2011 年以降の日立港区の潮位は 2010 年以前の潮位と同様の傾向で推移

し，また顕著な高潮は生じていないことが推測される。 

次に，日立港区と東海第二発電所の月平均潮位を比較した。日立港区と東海第二発電

所の潮位変動量の比較を第 1-1-8 図に示す。なお，東海第二発電所潮位データについて

は，検潮小屋のフロア高さを基準高さに用いているため，日立港区（2007 年 1 月）の

潮位値を基準値としている。日立港区と東海第二発電所の潮位データがともに得られて

いる 2007 年から 2009 年の月平均潮位を比較したところ，日立港区と東海第二発電所は

概ね同様の傾向を示している。したがって，日立港区の潮位には東海第二発電所におけ

る潮位変動の情報が反映されていることが推察される。 

以上のことから，2010 年以前の茨城港日立港区の潮位データを基準津波の策定で使

用することは妥当と判断した。 
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第 1-1-5 図 観測地点位置図 

 

第 1-1-5 表 各地点の朔望平均満干潮位 

 

単位：T.P. m 

 

 

第 1-1-6 図 各地点の年平均潮位の推移 

日立港区

2006～2010年 2012～2016年 2006～2010年 2012～2016年 2006～2010年

平均 0.65 0.62 0.54 0.49 0.65

標準偏差 0.13 0.11 0.13 0.11 0.14

平均 -0.88 -0.82 -0.92 -0.88 -0.80

標準偏差 0.14 0.13 0.15 0.13 0.15
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第 1-1-7 図 各地点の年最高潮位の推移 

 

 

第 1-1-8 図 日立港区と東海第二発電所における月平均潮位の変動量の比較 
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※東海第二発電所の潮位データは，検潮小屋のフロア高さを基準高さに用

いているため，日立港区（2007 年 1 月）の潮位値を基準値としている。

また，2009 年 1 月,2010 年 3 月から 2012 年 2 月の潮位データは欠測。 
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1-3-1 

 

1.3 港湾内の局所的な海面の励起について  

第 1-3-1 図に基準津波（上昇側）による敷地周辺の最大水位上昇量分布，第 1-3-2

図に港湾内の時刻歴波形の地点別比較を示す。 

第 1-3-1 図に示すとおり，港湾の内外において，最大水位上昇量や傾向に大きな差異

はなく，文献(1)より求めた港湾の固有周期(4 分程度) と基準津波の周期(30 分程度)

が大きく異なることから，港湾内の局所的な海面の励起は生じていないと推測される。 

第 1-3-2 図は，津波の伝播経路を考え，①港口→②泊地中央，②泊地中央→④港奥北，

②泊地中央→③取水口前面，②泊地中央→⑤港奥南の水位の時刻歴波形をそれぞれ重ね

合わせて示している。 

第 1-3-2 図より，40 分付近の第 1 ピークは，第 1-3-1 図の最大水位上昇量分布から

も分かるように，敷地に津波が遡上し，港湾外からの越流も含まれているため，②泊地

中央よりも③取水口前面・④港奥北・⑤港奥南で大きくなっている。 

第 1 ピーク以降において，①港口→②泊地中央の波形はあまり変わらないのに対し，

②泊地中央→④港奥北・⑤港奥南では上昇側のピーク値が伝播先の奥側で大きくなって

いる傾向が確認できる。上昇が著しいのは 100 分付近の第 3 ピークで②泊地中央のピー

ク値に対して④港奥北で 0.6m 程度，⑤港奥南で 0.7m 程度の増幅となっている。これら

時間帯の直前の引き波が最も大きいピークであることから，大きな引き波の後に押し寄

せる押し波によって増幅傾向が増大していると推察される。 

一方，第 2，第 4 の上昇側ピークについては増幅があまり大きくない。特に，③取水

口前面では第 3 ピークが 0.3m 程度の増幅で最大となっている。 

以上から，④港奥北と⑤港奥南では，隅角部であることや水深が浅いことから，局所

的に海面の振動が増幅されているものの，津波による港湾内の局所的な海面の固有振動

による励起は生じていないと考えられる。 

※参考(1)服部昌太郎:海岸工学，コロナ社，pp.80-82 

 

11



1-3-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 l-3-1 図 基準津波（上昇側）による敷地周辺における最大水位上昇量分布 

 

 

  

0 1 2 3 4 5 7 9 12 16 20 (m)0 1 2 3 4 5 7 9 12 16 20 (m)

【基準津波（上昇側）】 
波源：茨城県沖から房総沖に想定する 

プレート間地震 

（Ａ－３：南へ 20km 移動，破壊開始点⑥， 

破壊伝播速度 3.0km/s，立ち上がり時間 30 秒）
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第 1-3-2 図 港湾内における時刻歴波形の地点別比較 
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各地点のピーク水位（T.P.＋m） 

地点 
第 1 

ピーク

第 2 

ピーク 

第 3 

ピーク

第 4 

ピーク

① 港口 11.54 4.56 4.28 3.34 

② 泊地中央 12.15 4.79 4.36 3.55 

③ 取水口前面 14.08 4.86 4.72 3.78 

④ 港奥北 14.70 4.90 4.95 3.81 

⑤ 港奥南 15.69 4.87 5.10 3.85 

①港口と②泊地中央の比較 

②泊地中央と④港奥北の比較 

②泊地中央と③取水口前面の比較

②泊地中央と⑤港奥南の比較 

①港口

⑤港奥南

③取水口前面

④港奥北 

②泊地中央
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